
国
見
の
夏
を
彩

る

－８月５日国見の夏を彩る、盆踊り
大会､‘ 花火大会が開催されました｡日

中は藤田商店街を歩行者天国にし、

流しソーメン、現金つかみ取り大会、

ゲームなど 楽しいイベントが行われ

ま･した。あいにくの雷雨に中断しな
がらも､､夕刻には子ども盆踊り大会'
やゆかたコンテストが行われ、揃い

の浴衣でくにみ夢音頭が披露、盆踊

りが緩り広げられました｡観月台公園
では、夜八畤から花火大会が開かれ、

華麗な大輪が夜空を彩りました。

２　 ０　 ０　 ０

８
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給
食 セン夕

ー

完
成

昨
年
九
月
か
ら
森
山
字
西
国
見
地
内
に
建
設
を
進
め

て
い
た
国
見
町
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
鉄
骨
平
屋
建
七
〇
三
㎡
、
車
庫
兼

ボ
イ
ラ
ー
室
が
併
設
さ
れ
、
総
事
楽
費
は
約
四
億
二
千

六
百
万
円
で
す
。
調
理
能
力
は

。
日
千
二
百
食
で
、
調

理
や
洗
浄
な
ど
作
業
工

程
ご
と
に
独
立
し
。
衛
生
而
と

効
率
性
を
兼
ね
備
え
た
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
転

釜
や
食
器
洗
浄
機
な
ど
各
種
厨
房
機
器
も
設
置
さ
れ
、

二
学
期
（

八
月
二
十
八
口
）
か
ら
、

小
学
校
を
は
じ
め
中
学
校
、
及
び
幼

稚
園
へ
給
食
を
開
始
し
ま
す
。

近
代
的
洗
浄
機
を
魯
え
る
洗
浄
宣

洗浄室

給食センター見取図

藁
気
回
転
釡
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー
が

設
置
さ
れ
た
調
理
窒

調理室

下処理室

作業工程ごとに独立し、下処理用の留屋

町
の

特
色
を
生
か
し
た
給

食
へ

災
害
な
ど
多
目
的
に
活
用

施
設
は
、
ド
ラ
イ
方
式
を
採
用
、

安
全
で
清
潔
な
作
業
環
境
、
最
新
鋭

の
機
器
の
導
入
で
、
多
種
多
様
な
献

立
に
対
応
で
き
ま
す
。

県
の
補
助
事
業
で
あ
る
米
消
費
拡

大
事
業
に
よ
り
、
安
全
性
の
高
い
ポ

リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
食
器
が
譲
渡
さ
れ
、

米
ど
こ
ろ
の
当
町
の
特
色
を
生
か
し
。

米
飯
給
食
を
週
三
回
に
増
や
す
こ
と

と
し
ま
す
。

学
校
給
食
だ
け
で
な
く
、
緊
急
災

害
時
の
炊
き
出
し
、
老
人
福
祉
関
連

へ
の
利
用
を
検
討
す
る
な
ど
、
多
目

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。



湛
水
防
除
用

内
水
排
除
ポ
ン
プ
配
備

阿
武
隈
川
平
成
の
大
改
修
に
よ
り
、

本
堤
の
強
化
・
整
伽
が
完
成
し
た
こ

と
か
ら
、
豪
雨
に
よ
る
内
水
排
除
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
水

被
害
対
策
と
し
て
、
こ
の
た
び
可
助

式
の
水
中
ポ
ン
プ
を
購
入
、
七
月
二

十
五
日
に
そ
の
稼
動
献
験
を
実
施
し
、

配
備
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
導
入
さ
れ
た
水
中
ポ
ン
プ
は

五
台
で
、
う
ち
三
台
は
大
雨
の
た
び

湛
水
被
害
が
生
じ
る
、
川
内
字
新
割

地
区
（
沌
川
新
堀
樋
管
）
に
配
備
さ

れ
、
残
り
二
台
は
他
地
域
の
内
水
被

害
に
備
え
、
徳
江
防
災
倉
庫
に
保
管
、

非
常
時
に
備
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
水
中
ポ
ン
プ
は
、

。
台
当
た

り
一
分
間
に
四
・
五
。ｍ
（
ド
ラ
ム
缶

約
二
十
二
本
分
）
の
排
水
能
力
が
あ

り
。
内
水
被
害
の
軽
減
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

内
水
被
害
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
。

消
防
団
及
び
町
が
一
体
と
な
り
取
り

組
み
を
進
め
、
河
川
の
巡
脱
を
は
じ

め
稼
動
や
管
理
な
ど
、
連
携
し
て
運

用
に
あ
た
り
ま
す
。

本
事
業
は
、
国
か
ら
の
助
成
措
置

が
あ
る
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
よ
り

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
事
業
の
推

進
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
が
一
層
促
進
さ
れ
ま
す
。

水
中
ポ
ン
プ
に
よ
り
ホ
ー
ス
で
、
内
水

を
滝
川
へ
と
か
き
柚
げ
ま
す

ポンプにより排出される水

設置された３台の水中ポンプ

国
見
町
消
防
団
第
四
分
団
艮

井

砂
善

榮
さ

ん

排水ポンプ機が配備され、ここにr 自らの

地域は自らが９る」といった防災精神の実践

に取り組む決意を新たにしたところです．

豪雨ごとに水害の不安にさらさ れるこの地

域において．我々消防団をはじめ、川内地区

酊内会および町が一体となり、その対策に取

り組むことは、誠に罵貘深いことです．今後、

地峻の皆さんから信頼されるよう．週切な稼

勣、管理に男めることを鑼い、･挨抄といたし

ます.
（排水ポンプ稼動試験時、分団長挨拶より）

大
枝
排
水
機

六
回
の
稼
動

川
内
地
区
と
梁
川
町
東
大
枝
地

匯
と
の
境
に
あ
る
、
排
水
ポ
ン
プ

四
台
を
髄
え
る
、
大
枝
排
水
機
場

で
は
、
昨
年
延
べ
七
回
、
約
一
六

三
時
間
の
稼
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は

八
月
十
日
現
在
で
。
六

回
、
延
べ
五
十
六
時
間
稼
動
し
て

お
り
、
排
水
量
は
三
卜
七
万
九
千

ト
ン
に
な
り
ま
す
。
こ
の
量
は
、

受
益
地
六
十
ｂ
を
均
一
に
す
る
と
、

六
十
三
セ
ン
チ
に
お
よ
ぶ
水
量
を

排
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
町
で
は
、
適
切
な
稼
動
に

努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
湛
水
被
害

の
減
少
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

大枝 排水機稼 動内容

稼動日 稼助時間

４月22日 ５時間25分

５月13日 30分

7月8～9日 時 間 5分

ア月18日 5眄間6 分

７月26日 １時間36分

７月26～27日 ５時間12分



敬 老
会

町内５ヶ所で開催へ

地 区 �日　　 時 � 会　　 場 �70歳以上の方

藤 田 �９月15
日(金)10

1 (X〕から �
観月台文化センター
体　　 軻　　 鯉 �784 人

小 坂 �
９月15日(金)11

:(X)から �小坂小学校体育館 �321 人

森江野 �
９月16日(土)10

から �
森汀野Fj民センター
休　　 齊　　 館 �383

人

大木戸 �
９月|ﾌ日(日)10

. 00から �大木戸小字佼体育館 �
Ｍ?人

大 岐 �
９月19日(火)10.CX)

から �
園見東部高齢者男活
性化センター体育館 �162

人

人散は８月10日現在

町
の
敬
老
会
は
、
こ
れ
ま
で
七
卜
歳
以
ｈ
の
方

を
対
象
に
。
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
一
ヶ

所
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
対
象
の
方
も
二
千

名
近
く
と
な
り
、
会
場
の
ス
ペ
ー
ス
・
準
伽
・
運

営
な
ど
、
従
来
の
形
で
の
開
催
は
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
関
係
団
体
と
協
議
の
紬
果
、

今
年
度
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
旧
町
村
（
地
区
）
ご
と
の
町
内
五
ヶ

所
で
、
地
城
の
特
性
を
生
か
し
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

敬
老
者
の
方
に
は
地
区
の
幼
人
会
の
皆
様
を
通

し
て
案
内
が
届
け
ら
れ
ま
す
。
よ
り
気
軽
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
ｈ

げ
ま
す
。

な
お
、
開
催
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

義
経
ま
つ
り

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て

町
民
み
ん
な
の
イ
ベ
ン
ト
ヘ

く

に

み

の

日

九

月

二

十

三

日
（
秋
分
の
日
）

今
年

で

凡
回
目

と

な
る

一一
．義
経

ま
つ

り
一゙

も
、
恒

例
行
嘔

と

し
て
町

民
多

く
の

皆
様

に
親

し
ま

れ
て

い

ま
す

．
こ

れ
ま

で
商
店

街

活
性
化

と

い
う
日
的

で
の

催
し

で
し

た
が

、
今
年

度

か
ら
町

民
の

み
ん

な
の
イ

ベ

ン
ト

、
「
ま
ち

づ
く

り
事

業
」
と
し
て

、
く

に
み
の

凵
で

あ
る

九
月

．
．卜

．・
．凵

（
秋
分

の
凵

）
開

催
さ
れ

ま
す

．
奥
州
合
戦
八
百
年
記
念
嘔

業
と
し
て
平
成
元
年
に
国
兄

町
が
ｔ
催
し
た
「
義
経
ま
つ

リ

．`
は
、
ｆ
成
八
年
度
よ
り

町
商
工
会
が
県
及
び
町
の
助

成
を
受
け
「
商
Ｅ
振
興
活
性

化
嘔
業
」
と
し
て
．
火
施
し

て
き
ま
し
た
．

．
昨
年
度
で
県
の
補
助
が

終
わ
り
、
去
る
七
月
二
十
一

目
に
町
、
町
議
会
、
商
Ｔ
会
、

Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
、
如
人
会

連
絡
協
謡
会
及
び
町
内
会
長

連

絡
協
議

会
の

六
団
体

で

構
成
す

る

「
岡
兄
町

ま

ち

づ

く
リ
推

進
協

謡
会

」
を
発

足
し

詞
義

経
ま
つ

り

’‘一
に

つ

い
て
協

議
し

ま
し

た
。
そ

の
結

果

。
広
く
町

氏
参

加

の

「
ま

ち
づ

く
り

事
業

」
と
位

置
付

け
、

開
催
す

る
こ
と

と
決
定

、
今

年
度
は

武

者
行
列

な
ど

に
つ

い

て

、
同
協

議
会

が
主

催
す

る
こ

と
と

な
り
ま

す
。

義経まつり参加と
協賛金協力のお願い

「 まちづくり事業」として、町民 手づ

くりの イベントとするためにも、広く町

民皆 様の参加と資金の協賛を仰ぐことを

「推進協議会」として決定させていただ

き、各世帯および各事業所からの協賛金

の募金をお願いすることとなりました。

何卒。趣旨ご理解の上協力いただきます

ようお願い申し上げます。

｢義 経まつり｣事業費(概算)  0 万円

財源内訳

・町補助金　　　　　300 万円
・商工会・ＪＡ伊達みらい 加C万円

・町内各篳篥所　　　　50 万円
・町内各世帯　　　　　120 万円

目橦　１囗5{X}円　１口以上

国見町=まちづくり推進協議会

一会 艮 佐藤忠 美

〈問い 合わせ〉 国見町まちづくり推進協巌会

事務局( 役場 企画商工課内)  ﾊ  ゚( 5 ) 2927



福
島
県
知
事
選
挙

９
月
３
日
（
日
）
投
票

午
前
７
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で

任

期
満
了

に
と
も

な
う
福

島
県

知
恥

選
挙
が
８

月
1
7口

告
示

、
９

月
３

口
投

票
で
執

行
さ

れ
ま
す
。

こ
の

選
挙
は

、

９１一
世
紀
に
向

け
た
福

島
県

の
代
表

者
を

選
ぶ
大
嘔

な
選

挙

で
す

。
投
票

冂
に
は

棄
怖
し

な

い
で

投
票
し

ま
し

よ
う
。

投
票

時
間
は

、
午
前
７

時

か
ら
午

後
８

時
ま
で
で

す
。

都
合
の
あ
る
方
は

不
在
者
投
票
を
！

投
票
日
肖
日
、
都
合
が
悪
い
と
見
込

ま
れ
る
方
は
、
不
在
者
投
票
を
す

る
こ

と
が
で
き

ま
す
で

不
在
者
投
票
は
告
示

囗
か
ら
投
票
囗
の
前
日
の
９

月
２
日
ま

で

、
午
前
８
時
3
0分
か
ら
午
後
８
時
ま

で

町
役
場
で
受
付
し
て
い
ま
す
フ

人
場

券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
土
曜
、
日
曜

で
も
不
在

者
投
票
は
で
き
ま
す
ご

問
い
合
わ
せ
先

国
見
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
５
８
５

）
2
1
1
9
』

犬 か飼ってい る皆 さんへ

敵歩中の愛犬の‘Iふん･Iの始末はどうし

てい ますか。袋等を持参し 後始末をし てい

ると思 われ ますが 。聘折 、公園や道路など

の 公共の場所や田畑の畦 、建物の 回りなど

でしだ ふん'Iをそのままにし ていく 方が

見受けら れます。

せっかくのやすらぎの公園が汚れてい た

り 、田畑の作業をするのに困ってい ます。

また 。ハエや悪臭の発生する原因にもな

り ます。少 数の心ない方の行為が迷惑にな

ってい ます。

散歩中の “ふん･'は袋等に入れて必ず档

ち帰り 処分す

るようにご 協

力ください、

ペットは

愛
情
と
貴
任
を
持
っ
て

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う

家
庭
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
最

近
で
は
、
家
族
や
友
人
同
様
、
か

け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
動
物

に
接
す
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
、
飼
い
卜
に
捨
て

ら
れ
た
り
す
る
助
物
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
、。

助
物
を
飼
う
前
に
。
最
後
ま
で

嘸
話
が
で
き
る
か
ど
う
か
よ
く
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
衝
動
的
に

飼
い
は
じ
め
、
而
倒
が
兒
切
れ
な

く
な
っ
た
ら
捨
て
て
し
ま
う
Ｉ

そ
う
い
う
こ
と
が
助
物
を
不
幸
に

し
て
い
ま
す
、
飼
い
ｔ
に
は
、
そ

の
助
物
の
命
を
大
切
に
し
、
生
涯

面
倒
を
み
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

犬
や
猫
な
ど
の
助
物
が
身
近
に

な
り
、
飼
い
方
を
め
ぐ
っ
て
の
。

苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
が
川
え
て
い
ま

す
。
飼
い
ｋ
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ

て

い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
周
闘
の
人
に
対
し
て
も
配

慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
み
ん
な

が
気
持
ち
良
く
暮
ら
す
た
め
の
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
よ
う
。

ル

ー
ル

と

マ

ナ

ー

生
活
環
境
を
守
り
、
他
人
に
危

害
や
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
。

ご
φ
ん
’
の
後
始
末
は
き
ち
ん

と
し
、
悪
臭
や
環
境
葵
化
を
損

な
う
こ
と
が
無

い
よ
う
に
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種

は
必
ず
受
け
る
よ
う
に
。問い合わせ・連絡先

役場住民課生活環境係

7?(  5 ) 2 い 0



ご
注
意
く
だ
さ
い

悪
質
商
法 消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
急
増
中

う
ま
い
話
は
要
注
意

知
人
や
友
人
が
「
言
葉
巧
み
に
勧
め
ら
れ
、

不
要
な
も
の
や
高
価
な
も
の
を
買
わ
さ
れ
た
」

な
ど
の
話
を
聞
い
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

近
年
、
高
齢
者
や
若
者
を
中
心
に
商
品
購
入
に

関
す
る
、
ト
ラ
ブ
ル

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
悪

質
（
徳
）
業
者
に
よ
っ
て
強
引
に
契
約
さ
せ
ら

れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
は
、

わ
た
し
た
ち
消
費
者
が
契
約
取
引
の
ル

ー
ル
や

悪
質
商
法
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
こ
で
は
よ
り
賢
い
消
費
者
に
な

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
悪
質
商
法
の
手
口
と
対

処
法
を
紹
介
し
、
ま
た
、
来
年
四
月
に
施
行
さ

れ
る
「
消
費
者
契
約
法
」
に
つ
い
て
み
て
み
ま

す
。

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
。
た
く

さ
ん
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
や
販

売
形
態
も
続
々
登
場
し
て
い
ま
す
。

そ

ん
な

中
、

言
葉
巧

み

に
勧
誘

し
、

高

額
な
商

品

を
売
り

つ
け

る
、

詐
欺

ま

が
り

の
商
法

、
悪

質
商

法
も

後
を

絶

ち
ま
せ

ん
。

悪

質
商

法

の
手
口

は
千

差
万

別
か

つ

巧
妙

で
す

。
も
う

け
話

を
ち

ら
つ

か

せ
、
・一
昌
葉
巧

み
に

消

費
者
を

惑
わ

せ

、
駆
け

引
き

、
雰

咽
気

な
ど

を
巧

妙

に
駆

使
し
な

が
ら

商
品

を

売
り
つ

け

ま
す

。

消
費

生
活
相

談
を

行

っ
て

い
る
、

福

島
県

消
費

生
活
セ

ン

タ
ー

に
よ

る

と

、
同

セ
ン

タ
ー
へ

の
相

談
件

数
は

。

年

々
増

加
傾

向
に
あ

り
、

特

に
販

売

方

法
や

契
約

一
解
約

の
ト

ラ
ブ

ル
の

苦

情
相

談
が

、
大
幅

に
増

加
し

て

い

る

と
の

こ
と

で
す
。

相
談

し
な

い
泣

き

寝
入

り
の

方
は

。
さ

ら
に
数

倍

い

る

の
で

は
、

と
同
セ

ン

タ
ー
で

は
み

て

い
ま

す
。

皆
さ

ん
を

と
り
ま

く

販
売
物

・
販

売

方
法

す
べ

て
が
悪

質
な

も
の

と
は

限

り
ま

せ
ん

。
使

い
方

に
よ

っ
て
は

便
利

な

も
の

も
多
数

あ
り

ま
す

。
し

か
し
、

後
悔

し
た
り

。
ト

ラ
ブ

ル

に

巻

き
込

ま
れ

な
い
た

め

に
は
、

う
ま

い
銛
に

惑
わ

さ
れ
な

い
賢
い
消

費
者

と
し
て

判
断

す
る
凵

を

養
う
こ

と
が

何
よ

り

大
切

で
す
。

手
を
変
え
、
品
を
変
え
、
消
費
者

の
ス
キ
を
狙
う
悪
質
商
法
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
、
あ
や
し
い
も
の
に

は
近
づ
か
な
い
、
は
っ
き
り
断
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。
歐
の
巾
、
儲
け
話

や
う
ま
い
話
は
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が

け
て
お
き
ま
し
よ
う
。

悪
質
商
法
を
避
け
る
心
得

①
う
っ
か
り
誘
い
に
応
じ
な
い

②
う
ま
い
話
に
の
ら
な
い

③
う
か
つ
に
署
名
・
捺
印
し
な
い

④
変
と
思
つ
た
ら
は
っ
き
り
断
る

＊
「
結
構
で
す
」
と
言
う
言
い
方

は
「
契
約
し
て
い
い
」
と
曲
解
さ
れ

る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
「
い
り
ま
せ

ん
」
と
は
っ
き
り
断
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

⑤
納
得
で
き
な
い
お
金
は
払
わ
な
い

⑥
疑
わ
し
き
は
一
人
で
判
断
し
な
い

し
つ
こ
い
勧
誘
を
受
け
た
り
、
困

っ
た
時
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
訪
問
販
売
一

７
）
番
（
電
話
０
２

２
－

２
１
１
－
7
9
8
9

）
な
ど
に

相
談
し
ま
し
よ
う
。

悪質商法の
被害トラブル

を避けるには

ご相談・間い合わせは

咄 島 県 消 叙 生 温 セ ン タ ー

夲≡|障 ダ ベ ヤ|ly　 ５２１－０９９９

○相談受付は祝祭日を除く、
月～金曜日の朝９時～夕方４畤まで

(福島市中町８－２　自治会館1 贈)

または、国見町役場企画商工諌
新 585  ｰ 292 でも受け付けています。



気をつけたい悪質商法の手口

ネガティブ・オプ ショ ン

(送り付け) 商法

注文されていない商品を一方的に売り

つけ、消費者に代金を珊求する販売方法

で、代金引換郵便を悪用するヶ－スか多
発しています。消費者は商品を受け取っ

た以上、支払う義務があると思い、代全

を支払ってしまいがちですが、このよう

な場合、その鳩ですぐには受け取らず、
家族に注文した者かいるかどうかを確認

してから受け取りましょう。

マ
ル
チ
（
連
鎖
販
売
）取
引

・

マ
ル
チ
ま
か
い
商
法

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
し
て

販
売
組
織
の
加
盟
者
｛
会
貝
｝
と

な
り
、
自
分
が
新
た
な
寶
い
手
を

増
や
す

ご
と
に
マ
ー
ジ
ン
か
入
る

ネ
ズ
ミ
講
に
類
似
し
た
組
織
的
販

売
方
式
で
す
。

マ
ル
チ
商
法
で
は
、
有
力
販
売

員
の
成
功
破
な
ど
を
セ
ミ
ナ
ー
や

説
明
会
な
ど
で
聞
か
さ
れ
、
マ
ー

ジ
ン
と
い
う
利
益
を
目
的
に
。
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
販
売
活
動
に
の
め

り
こ
む
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
販
売
実
績
を
上
げ
よ
う
と

し
て
消
賢
者
全
融
業
者
な
ど
か
ら

の
多
額
の
借
愈
を
負
い
、
多
重
債

鴇
に
な
っ
た
り
、
周
囲
の
人
間
関

係
に
も
悪
影
響
か
及
ぶ
な
ど
の
問

題
が
生
じ
て

い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
セ

ー
ル
ス

人
通
り
の
多
い
路
上

や
駅
前
な

ど
で
、
『
ア
ン
ヶ
Ｉ
ト
に

答
え
て

く
だ
さ
い
』
と
か
『
モ
デ
ル
に
な

り
ま
せ
ん
か
』
な
ど
と
戸
を
か
け
．

喫
茶
店
や
営
桑
所
な
ど
へ
連
れ
込

ん
で
、
強
引
な
商
品
売
り
込
み
で

契
約
を
結
び
ま
す
．

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
・
セ

ー
ル
ス
（
呼
び
出
し
商
法
）

販
売
が
目
的
と
い
う
こ

と
を
隠

し
て
、
電
話
や
（

ガ
キ
で
『
あ
な

た
が
選
ば
れ
ま
し

た
』
な
ど
と
喫

荼
店
や
富
業
所
に
呼

び
出
し
て

。

不
意
打
ち
的
に
片
栗
巧
み
に
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ
ま
す
。

ＳＦ( 催眠)商法

日用品や食科品のr 大安充りＪまたは｢

○○説明会」などの名目で人を集め。
ｎ用品などをタダ同然で配って、会場の

雰囲気をｒもらわねば槓。賁わねば損J
といった興奮状愈に陥いれ、最終的に目

的の高額な商品を売りつけます。

資格( 士)商法

「受 講するだけ で資格が とれる」「 もう

すぐ国家資格になる」など、責格に関す

る偽りの説明でつって、講座や教材を強

引に契約させる商法で す。

だまされてしまつたら

クーリング・オフ制度

ヒ
記
の
よ
う
な
、
悪
質
商
法
に
よ
り
も
し
契
約
し
て

し
ま
っ
た
増
合
、
ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
と
い

う
制
度
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
規
定
の

期
間
内
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
は
販
売

業
者
に
対
し
て
書
面
に
よ
り
、
無

条
件
で
申
し
込
み
の
撤
回
や
契
約

の
解
除
が
で
き
る
制
度
で
す
。
ク

ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
を
行
う
と
。
そ
の

契
約
は
取
り
消
さ
れ
、
違
約
金
な
ど

を
業
者
に
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
す
で
に
受
け
取
っ
た
商
品
は
業
者
に
返
し
、
支

払
っ
た
代
金
が
あ
れ
ば
。
そ
の
金
額
を
返
し
て
も
ら
え

ま
す
。

内
容
証
明
郵
便
の
場
合

発
信
日
と
内
容
の
証
明
に
な
り
ま
す
。
用
紙
は

３
部
複
写
で

。
文
房
貴
店
で
売
っ
て
い
ま
す
。

契

約

解

除

（

申

込

み

撤

回

）
通

知

購

入

者

住

所

Ｔ

Ｅ

Ｌ

・

氏

名
　
　
　
　
　
　

參

被

涌

知

人

○

○

県

○

○

市

Ｏ

Ｏ

町

Ｏ

Ｏ

番

地

○

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ

株

式

会

社

代

衷

取

締

役

○

○

○

○

殿

平

成

○

苹

○

月

○

日

付

で

貴

社

の

セ
Ｌ

ル

ス

マ

ン

○

○

○

こ

り

ひ

Ｔ

Ｉ

購

入

契

約
（

申

込

み

）
を
『

訪

問

販

売

等

に

関

す

る

法

律

』
第

六

条

の

規

定

に

基

づ

き
｛

い

い

｝
し

ま

す

。

な

お

、
セ

ー

ル
ス

マ
ン

が

置

い
て

い

か

れ

た

商

品

は

、

お

引

き

と

り

い
た

だ

き

、
支

払

っ
た

○

○

円

を

返

金

し

て

く

だ

さ

る

よ

う

お

髞

い

申

し

上

げ

ま

す

。

平

成

○

年

○

月

Ｏ

Ｏ

日

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の

や
り
方

必
ず
書
面
で
行
い
ま
す
。
ク
ー
リ

ン
グ

ー
オ
フ
を
行
っ
た
と
い
う
証
拠

を
残
す
た
め
、
送
る
と
き
に
は
「
内
容

証
明
郵
便
」
で
出
す
よ
う
に
し
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
は
訪
問
販
売

が
主
で
す
か
ら
、
店
頭
で
の
購
入
に

は
適
用
さ
れ
ず
、
適
応
範
囲
は
法
律

に
よ
り
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
期
間

は
８
日
間
（
マ
ル
チ
商
法
に
つ
い
て

は
匐
日
）
で
、
消
耗
品
な
ど
使
っ
た

り
、
商
品
に
よ
っ
て
は
適
用
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

確
認
く
だ
さ
い
。
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

た
ら
、
い
ず
れ
に
し
ろ
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
す
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。



契
約
前
に
も
う
一
考

自
ら
身
を守

る

賢
い
消
費
者
へ

わ
た
し
た
ち
が
ふ
だ
ん
の
生
活
で
行
う
「
モ
ノ
を
買
う
」
と
い

う
行
為
は
、
消
麹
者
と
事
業
者
の
間
で
行
わ
れ
る
契
約
取
引
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
行
政
は
。
事
業
者
に
対
し
規
制
や
義
務
を
負
わ
せ
る

構
㈲
で
、
消
費
者
保
護
を
進
め
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的

に
は
当
事
者
間
で
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
消
費
者
が
自
分
自
ら
で
身
を
守
る
こ
と
が
取
要
で
す
。

悪
質
商
法
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
も
の
を
買
う
と
き
に
大
切

な
の
は
、
自
分
で
そ
の
商
品
の
良
さ
を
見
極
め
、
選
ぶ
と
い
う
行

動
で
す
。
ど
ん
な
相
手
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
魅
力
を
巧
み
な
話

術
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
、

ペ
ー
ス
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
こ
と
が
必
嬰
で
、

契
約
を
交
わ
す
前
は
、

も
う

‘
度
、
冷
静
に
考

え
て
み
ま
し
よ
う
。
賢

い
自
立
し
た
消
費
者
と

な
り
ま
し
よ
う
。

福島県消費生活 センタ ー

県庁 西側、自治会館一階に

あり、 消費生活令般の相談は

もと より、各種情報が人手で

きます。

来年4月より｢消費者契約法｣が施行されます

消
費
者
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
増
加
に
対

応
し
「
消
費
者
契
約
法
」
が
、
来
年
四
月
一
日

よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
消
費
者
と
嘔
業

者
と
の
あ
い
た
で
結
ぶ
、
す
べ
て
の
契
約
を
対

象
に
し
た
新
し
い
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
。

消
典
者
被
害
の
防
止
・
救
済
策
の
確
立
を
目
指

し
た
も
の
で
す
。

本
法
で
は
、
事
業
者
の
勧
誘
内
容
に
問
題
が

あ
っ
て
（
火
際
と
違
う
、
都
合
の
悪
い
こ
と
を

訪
わ
な
い
。
契
約
し
な
い
と
帰
ら
せ
な
い
な
ど
）
、

誤
解
や
困
惑
に
よ
っ
て
結
ん
だ
契
約
を
、
六
ヶ

月
の
閧
は
収
り
消
し
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
の
利
益
を
不
当
に
害

す
る
（
商
額
な
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
定
め
る
な
ど
）

契
約
条
項
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
注
意
い
た
だ
く
こ
と
は
、
こ
の
法

律
は
あ
く
ま
で
も
、
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た

め
の
ル
ー
ル
を
整
伽
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

よ
り
救
済
範
囲
を
広
げ
た
と
解
す
る
べ
き
と
い

う
こ
と
で
す
。
規
制
緩
和
の
流
れ
に
と
も
な
い
、

こ
の
法
律
で
麝
業
者
の
守
る
べ
き
ル
ー
ル
ー
を

明
確
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
消
費
者
に
お

い
て
も
『
自
己
責
任
』
が
問
わ
れ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
新
し

い
法
律
が
施
行
さ

れ
て
も
、
賢
い
消
費
者
と
な
る
こ
と
が
、
何
よ

り
も
必
要
な
の
で
す
。

消費者契約法のポイント

① 消 費 者 が 事 業 者 と 締 結 し た 契 約（ ＝消 費

者 契 約 ） を す べ て 対 象 と し て い ま す 。

② 消 費 者 契 約 の 締 結 過 程 で 係 わ る ト ラ プ

ル の 解 決

消費者は、事業者の 不適切な行為（①不実告知、

断 定的判断､ 故意の不告知②不退去､ 監禁）により

自由な意思決定が妨げら れたこと（①誤認②困惑）

によって結んだ契約を 取り消 すことができ ます。

③ 消 費 者 契 約 の 契 約 条 項 に 係 わ る ト ラ プ

ル の 解 決

消費者が事業者と結んだ契約において､ 消費者の

利益を不当に害する一定の条項が無効になります。

事
業
者 契約

消
費
者

取消が可能に

不適切な行為

誤認・困窓



ポ
イ
ン
ト

国
民
年
金

No. 2

65歳になったら

老齢基礎年金
国民年金に加入して受給資格期

間を満たした人が、65歳になっ

たときから受けられます。

老齢基礎年金の年金額

a!ｓ斜肭 付月齢に上。て年 金額は変わります。

2 ０歳 から60 歳 に

なるま での　　 ７

４０年 間(加入可醉 取)

すべて納 めた場 合

未納期間や免除

期周がある場合

80 万4 , 200 円
計算式によって減額

された額になります。

計算式

鷆 畊

納めた月敕

鶺 科を

免勸 れた月數

１

３

804200
加入可能年数×12( 月;

jｔl 筮 λ 司- 数 諡 生 年!IE1 に ぷ つ て凡 な!冫窰ｙi

繰り上げ支給と繰り下げ支給

老齢基礎年金は、原則とし て55 覯から悛けり れま７力゙ 。希望-ｑnlJ60

 歳 以上いつから でも受けられます。ただし｡64  賎 以前から受ける

と減額され 、66廐Ｕ 後から受ける場合は増額されることになります。

な冫Ｒ一席。滅韜・増韜されるこ とになります｡なお一度 、減額・増額
され支給額は 、生涯変わりません。

国民年金Ｑ＆A

Ｑ

厚
生
年
金
傑
険
の
受
給
資
格
を
満
た
し

て
退
職
し
た
の
に
、
な
ぜ
∽
歳

ま
で
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納

め
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
の
で
す

か
？Ａ

わ
が
国
の
年
命
制
度
は
、
2
0歳
か
ら
ω
歳
に
な
る
ま
で
の
4
0

年
間
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
と

な

っ
て

い
ま
す
、

老
齢
基
礎
年
金
は
、
4
0年
間
（
４
８
０
月
）
保
険
料
を
納
付
し
た

と
き
に
は
じ
め
て
満
額
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
圀
歳
以
前
に
退
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
の
受
給
資

格
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
年
金
を
受
け
と
る
こ
と
が
可
能
な
期

間
を
満
た
し
て
い
て
も
、
決
し
て
満
額
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

6０
歳
前
に
会
社
を
退
社
し
た
瑞
合
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

（
第
２
号
被
保
険
者
）
の
資
格
を
失
い
、
国
民
年
金
の
加
入
者
（
第

―
吁
被

保
険
者
）
と
な

り
ま

す
。
満
額
の

年
金
を
受
け

取

る
た
め

に
も
、
会
社

を
退
職

し
て
厚
生

年
金
の

資
格
を
喪

失
し

た
場
合
に
は

、
速
や
か

に
市
町
村

の
国
民
年

金
担
当

課

に
加
入

の
ｆ

続
き
を
行

い
、

保
険

料
を
確
実

に
納
付
す

る

こ

と
が
必
要
で
す
。 問い合せ

住民譚年金係

谷 585  ｰ  21  179



結核予防週間
９月２４日 ～３０日

結 核は 昔の病 気で はあ りま せん

かつて「国民病」とｊわれたほど忠者。死亡者数が多かった結核。その

後の結核予防対策の推進と効果の高い治療薬により急速に減少しました。

しかし結核をはじめとする感染症には国墳はありません。日本においても

２年前に感染者が増加に転じ、

集 団感染の多発 などから昨 年

「緊急事態宜言」が出されまし

た。結核は今なお日本でも世界

でも脅威をふるっている最大の

感染症なのです。

保健だより

保譱柵祉霹 ″保傭増血俥,ｉ{５β５}２７e３

III　11111 卜|||||I卜I卜卜I　-111111111=●91結 核 予 防 の ７
つ の ポ イ ン ト

１。長引 くせき は赤信 号

２.う つらぬう ちにB  C  G

３．進んで受け よう健康診 断

４.患 者が出た らそろ って検診

５.薬 はやめ ず継続して

６.こ われた肺 はもど らない

７.篇核 検診で 肺がんも

(銚緬予防会捉耄)

乳　児　健　診

該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 眄 問 � 会　　 塲

・３か月児（平成12年６月生まれ）

・９か月児（平成11年12月生まれ） �10
月26日（木） � 午後1  時 30分～午後２眄 �

観月台文化センター　
第１和室

(健診内容〉

☆医師の指導、身長・体重測定、詞乳、離乳、予防接租などについて

☆母子手帳を忘れずに！

育　児　教　室

該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成12年3月～　　　　　　　　　 ’

平成12年4月生まれの乳児 �10
月４日（水） � 午後１時30分～午後２時 �

観月台文化センター

第１和室

〈健診内容〉

☆身長・体重測定、離乳食、予防接種などについて

☆母子手帳を忘れずに！

ポリオ集団接種の再開について

ポリオワクチン接種について､町では５月より見合わせてきた

ところですが、今回ワクチンの品質、安全性については問題が

ないことが確認され、県としても秋以降接種再開としたことか

ら国見町においても秋季分について当初予定どおり下記日程で

実施することといたします。

小児マヒ 予防ポリ オ生ワクチン投与（秋期分）

骸当乳幼児 �実施日(地区別) � 受付時間 �会　 塲

実施日に満３か

月から７歳６か

月までの乳幼児

で、ポリ オ未完

了のお子さん �

藤田地区10
月５日(木) �午後１時3)分

～午後２時 �

観月台文化

センター

体育館�藤田地区以外

10月６日(金)

注　意　点

ポリオ生ワクチン投与は｡6 週間以上の岡隔
で２回実施します。
このワクチンは 。２回毅与しないと効業があ

りません。今年１回だljだったお子さんは 。
来年もう一度毅与を受けてく ださい。
ポリオ予診票に必要事瑣を配入のうえ。おい

でください。
予防緩種は。健康なときに受けるのが原則で
す。おこ罕さんにちょっとでも霹常がある壗舍
は｡必ず医師や保僅婦に申し

出てください。
母子手膿を忘れずに､持参く
ださい。

ポリオ生ワクチン投与後４
週間は､ほかの予防接種は受

けら れませんのでご注意下
さい。



インフォメーション

自 衛 官 募 集
(高校卒業程度)

募 集 種 目 ��資　　栖 �受 付崎 切

２毎睦・海・空士 �
男子 �　18巉以上27瘻未満の方 �皿 畤

�女子�　18麾以上27蝮未満の方 �９／８

豐　候 楴 士 ��　18巉以上27峻未満の方 �９／８

一般詈候補学生 ��　18峻以上27峻来満の方 �９／８

壥　Ｉ　 学 生 ��高卒（見込）22廐未満の方 �9/14から
10 / 13

航 空 学　生 ��高卒（見込）22瘻未満の方 �９／８

･お問い合わせ

自衛隊福鳥募集案内5   ー7
役 埼 住 民 課5  ｰ

募
　

集

県
立
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ

県
立
高

等
技

術

専
門

学
校

（
テ

ク
ノ
カ
レ

ヅ
ジ
）
で

は
、

学
生
を
募
集
し
ま
す
。
テ

ク
ノ

カ
レ
ツ
ジ
で
は
、
す
ぐ
れ
た
講

師
陣
と
最
新
の
施
設
を
備
え
、

少
人
数
制
に
よ
る
驚
度
の
渡

い

教
青
を
し
て

い
ま
す
。

▼
募
集
期
間
・
：
◇
推
薦
十
月
一

日
か
ら
九
日
◇
一
般
十
一
月
一

日
か
ら
十
九
日

▼
試
験
日
・：
◇

推
薦
十
月
二
十
日
◇
一
般
十
一

月
三
十
日

★
問
い
合

わ
せ

福
鳥
県
職
業
能
力
開
発
課

｀
‘（
５
２
１
）
7
2
9
9
　

又
は
各
（
郡
山
・
会
津
・
浜

）

テ
ク
ノ
カ
レ

ツ
ジ
ヘ

福
島
県
建
設
技
術
学
院

柵
鳥
県
建
設
技
術
学
院
は
、

中
堅
建
設
技
術
者
の
養
成
の
た

め
、
平
成
十
三
年
度
（
第
二
十

二
期
生
）
の
入
学
生
を
募
集
し

ま
す
。
▼
専
業
期
問
…
平
成
十

二
年
九
月
一
日

か
ら
九
月
二
十

九
日
▼
応
募
資
格
・：
◇
十

八
歳

か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
男
子
◇

高
校
卒
業
の
資
格
を
有
す
る
者

（
卒
業
見
込
み
も
含
む

）
▼
試

験
…
面
接
、
作
文
、
国
鷂
、
数

学
▼
教
育
科
目
・：
測
量
工
学
、

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
エ

学
、
上
質

工

学
、
工
事
腎
理
▼
教
育
期
間

・；
一
年
閥

★
問
い
合
わ
せ

禍
鳥
県
建

般
技
術
学
院

豐
0
2
4
3

（
２
３
）
0
5
3
０

女
性
の
技

術
講
習
会

医
療
事
務

再
就
輿
を
希
望
す
る
女
性
を

対
象
に
医
療
事
務
講
習
会
を
閧

催
し
ま
す
。

▼
内
容
…
初
心
者
を
対
象
に
、

受
付
事
務
か
ら
診
療
剖
求
事
務

ま
で
を
学
び
ま
す
。

▼
期
間
・

時
間
・：
九
月
十
こ
日
か
ら
十
一

月
一
日
ま
で
の
毎
週
火
・
水
・

金
眼
日

午
前

九
時
一一
’十

分
か

ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

▼
鳩

所
…
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ

ー
（
県
庁
東
分
庁
舎

）
▼
定
員

・：
三
十
二
人
▼
受
講
料
・：
無
料

（
教
材
費
は
自
己
負

担
）
▼
申

込
方
法
：
八

月
三
十
日
と
一一
一
十

一
口
（
午
加
ｔ

時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
の
閥
）
に
、
女
性
就
粟

援
助
セ
ン
タ
ー
で
受
付

。

★
問
い
合
わ
せ

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー

］`（
５
２
１
）
7
7
４
0

くにみ

の民話かるた

まち再発

見

こ
れ
は
少
し
む
か
し
ま
で

ど
こ
の
地
域
で
も
聞
か
れ
た

狐
に
化
か
さ
れ
た
銛
の
ひ
と

つ
む
か
し
、
あ
る
じ
い
様
が

年
の
暮
れ
、
藤
田
の
町
で
塩

鮭
を
買
い
つ
い
で
に
酒
屋
で

一
杯
引
っ
か
け
良
い
気
分
に

な
っ
て
野
道
を
在
に
帰
る
道

で
の
こ
と
、
夜
道
を
泣
き
な

が
ら
来
る
若
い
女
に
出
会
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。

は
て
見
か
け
ね
え
顔
だ
と
思

っ
た
ん
だ
が
、
月
明
り
の
下

で
見
る
と
、
見
れ
ば
兒
る
ほ

ど
美
し

い
女
。

そ
れ
が
じ
い
さ
ま
に
な
よ

な
よ
と
近
づ
い
て
き
て
『
あ

の
う
大
変
申
し
訳
ね
え
ん
だ

が
、
じ
ん
つ
あ
ま
賈
っ
て
こ

ら
っ
た
塩
鮭
お
ら
の
と
取
っ

替
え
て
貰
わ
れ
ね
え
べ
か
。

実
は
お
ら
は
ど
こ
そ
こ
の
嫁

で
塩
鮭
買
い
に
や
ら
さ
れ
た

ん
だ
が
、
こ
れ
は
ち
っ
ち
ゃ

こ
い
、
で
か
い
の
と
取
り
曾

え
て
こ
と
言
わ
れ
て
困
っ
て

ま
す
。
今
か
ら
で
は
店
も
閉

ま
っ
て
っ
ぺ
し
、
こ
の
ま
ま

帰
れ
ば
姑
に
ま
た
怒
ら
れ
っ

ぺ
し
」
と
か
き
く
ど
く
ん
だ

と
。
見
れ
ば
女
の
塩
鮭
自
分

の
よ
り
ち
っ
と
長
い
よ
う
に

も
見
え
る
。

よ
か
ん
べ
と
取
り
替
え
て

や
る
と
女
は
何
回
も
礼
を
言

っ
て
駆
け
て
行
っ
た
そ
う
な
。

さ
て
、
良
い
気
分
で
家
に
帰

り
そ
の
ま
ま
寝
た
じ
い
様
、

次
の
朝
け
た
た
ま
し
い
婆
様

の
声
で
起
こ
さ
れ
た
。『
な
ん

だ
べ
、
こ
だ
所
さ
墓
場
の
ソ

ト
パ
持
っ
て
来
て
、
何
だ
べ
』

見
事
に
狐
に
し
て
や
ら
れ
た

話
で
す
。

の
ん
べ
え
は

美
女
の
狐
に

魚
と
ら

れ



県北の魅力を実感！
B  ② 8 び　 ｔｉ　 ｆｕＩ

『美･ 遊･知･ ふるさと塾』

県 北の 十七市 町村 で構成 するr ふくし ま

拠点 まちづく リ 協議会 」 では ，小学 生とそ

の保 護者を 対 象に 。県 北地 方 の産業 や伝 統

工芸な どを 体験 する 「美 ・遊 ・知 ・ふ るさ

と塾 」を開 催し ます。県 北地 方で 垉わ れてき

た「技 」や 「知 恵」 にふ れあい 。広く 伝え

ていくこ と を目的 とし てい ます。

卜･開 催日ili.10月1 日 （日） 黔内 容…Ａ コー

ス「こ んに ゃく作 りと 梨狩 体験JB コ ース

「手 織物 制 作と パター 作り 体験Jc コ ース

「和紙 すきと バタ ー作 り体 験」･･ 集合 場所

胯間等 につい ては ，抽 選 結果とあ わせ てご

連絡い たし ます。･･ 参加資 格…県 北地 方に

住む小 学生と その 保護 者 （2人1 組）･･ 募癡

人ａ･･･25組50 名‘I（参加 者多 数の場 合コ ース

毎に抽 選） 鈩参加 費…1 組2. 円 （昼食 代

含む） ●･応募 方法 …往 復は がき （1枚 で2名

まで応 専で きます｡ ） ●･応募 先〒
一 01

福島市五 老内3  ｰ 1　 福島市 役所 内福島 地

方広餓 行政 事務 組合バ スツ アー 係●･応募 締

切･･･9月14  日 必 第

1問い合わせ】　　　尚
福島 地方広域行政事務組合

i？521－8312

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

平
成
十
三
年
一
月

に
二
本
松

市
に
オ
ー
プ
ン
す
る
『
禍
鳥
県

男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
・・

夊
と
男
の
未
来
館

）
』
で
、
あ
な

た
の
特
技
を
発
押
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
助
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

活
助
内
容
に
は
。
情
報
誌
の

編
集
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運

営

。
保
育
、
手
話
等
が
あ
り
ま

す
。
応
募
さ
れ
た
方

に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
｛
第
一

回
九
月
二
十
一（
日

・
第
二
回
十

月
六
日
・
第
三
回
十
二
月
上
旬
）

を
受
講
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

▼
専
集
人
数
…
百
名
▼
応
募
方

法
…
は
が
き
に
次
の
嶇
項
を
肥

入
の
う
え
申
込
み
下
さ
い
．
①

氏
名
②
年
齢
③
性
別
④
住
所
⑤

電
話
番
号
⑥
職
業
◆
応
雰
締
切

…
爭
成
九
月
」ｒ

．
日
（
月
）
必

着◆
応
募

皃
及
び
問
合
せ
先

福
鳥
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
嘔

業
踈〒

9
6
0
1
8

－

５
３

福
島
市
黒
岩
宇
田
部
屋
五
三
一

五

公
（
５
４
４
）
0
5
2
6

県
税
だ
よ
り

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

佃
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事

務
所
・
叭
梟

所
を
般
け
、
物
品

販
充
業
や
不
助

産
賃
付
業
な
ど
、

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
寥
豪

を
行
う
佃
人
の
方

に
納
め
て
い

た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

県
北
地
方
振
興
局
県
税
郎
か

ら

八
月
中
旬
に
納
税
通
知
斎
を

お
送
り
し
ま
す
。
第
一
期
分
は

八
月
三
十
一
日
ま
で
、
第
二
期

分
は
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
二

回
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
税
観

が
一
刀
円
以

下
の
場
合

は
、
八
月
三
十
一
日

ま
で
に
一
括
し
て
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
納
期

内
に
納
め
ま
し
よ
う
Ｊ

★
問
い
合
わ
せ

県
北
地
方
振
興
ｇ

県
税
部

直
税
踝
ｇ

５
２
１
－
7
6
3
6

便
利
な

口
座
振
替
を

ご
利
用
下

さ
い

西
分

署
だ
よ
ひ

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

日
本
列
鳥
に
は
毎
年
多
数
の
台
風
が
接
近
ま
た
は
上
陸
し
．

強
風
と
大
雨
に
よ
り
た
び
た
び
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

す
．特

に
集
中
豪
雨
は
、
突
発
的
に
降
る
た
め
、
中
小
河
川
の

氾
置
．
土
砂
崩
れ
、
崖
崩
れ
な
ど
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
お

よ
ぼ
し
ま
す
．

国
見
町
に
も
、
土
砂
廚
れ
、
崖
崩
れ
、
土
石
流
危
険
地
域

が
あ
り
ま
す
．
こ
れ
ら
の
土
砂
災
害
は
兩
臘
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
、
地
中
に
し
み
こ
む
水
餓
が
多
い
ほ
ど
．
災
山
の
起

こ
る
危
険
は
高
く
な
り
ま
す
．

こ
れ
ら
土
砂
崩
れ
や
土
石
流
な
ど
の
災
省
発
生
の
前
兆
と

し
て
、
母
地
下
水
や
湧
水
が
濁
る
．
②
地
面
の
ひ
ぴ
割
れ
や

変
形
が
あ
る
．
③
斜
面
か
ら
小
石
が
落
ち
て
く
る
．
④
崖
や

山
等
か
ら
異
様
な
音
が
す
る
．
な
ど
の
現
象
が
起
こ
る
と
き

わ
れ
て

い
ま
す
．

日
頃
か
ら
気
象
情
報
に
関
心
を
持
ち
、
非
常
用
持
出
品
の

備
え
や
、
避
難
場
所
等
の
確
腿
な
ど
、
万

一
の
災
害
発
生
時

の
備
え
に
心
が
け
ま
し
よ
う
．

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

9
5
8
5
－
3
1
9
0

うつくしま未来博

参加プログラム

ユーモア川柳募集

未来1●から連想するあなたなりの
テーマを、五・七・五の】7文字に集
約した、ユーモア溢れる川柳を募集
します。
応募締切…10月31日
問い合わせ先…うつくしま未来博ユ
ーモア五・七・五募集突行委員会
n034 －575－3ａJ7

｢ 水のある風景｣フォトコンテスト

福鳥県内の四季折 の々「水のある
風景」や「水を背景にした暮らし」
を撮彫した写真を募集します｡心に
残る四季、未来に伝えるうつくしま
の写真を応募ください。
応募締切…Ｈ月30日
問い合わせ先…「水のある風景」フ

ォトコンテスト事務局
ｰ  ｰ  3

イベント ステージ 参加者募集

｢ うつくし ま未来1欅亅イベ ント ステ

ージ に参加さ れる皆さん を募 集しま

す｡合 唱､ 演 奏､ 郷土芸能ジ ャンルは

間い ません。

亂 遘わtt先-･うつくしま采棄慵鰛会Ｕ 推皿羞柵１ ｸ ル゙ｰ ﾌﾟ

024  ｰ  521  ｰ  9724



遊んで学んで楽しんじゃお！

下水道まつり
９ 月 ９ 日( 土) 午前10 眄から午後踊

アクアクリーンあぷくま( 県二ｔ浄化センター)

見学会･･-水処雖 設驗 、水質浄化戴 初關
イベント･､･ジャンボスライダー、フワフワ、マ

スのつかみ取り、ペットボトルシューティング、
下水道クロスワードラリー ほか

お
知
ら
せ

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当

を
ご
存
じ
で
す
か
？

児
嗷
扶
養
手
当
は
、
死
亡
な

ど
に
よ
り
父
双
の
い
な

い
児
童

を
育
て
て
い
る
母
親
。
ま
た
は

母
双

に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
受
給

資
格
が
生
じ
た
方
は
、
賢
格
が

生
じ
た
Ｈ

か
ら
五
年
を
過

ぎ
る

と
手
当
の
請
求
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で

速
や
か
に
請
求
の

手
続
を
し
て

く
だ
さ

い
。

ま
た
、
特
別
児
歐
扶
養
手
当

は
、
輔
神
ま
た
は
身
体
に
障
害

を
持
つ
児
廬
を
監
護
ま
た
は
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。詳

し
く
は
、
福
祉
係
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

保
健
柵
祉
課

福
祉
係

登（
５
８
５
）
2
7
9
3

お
忘
れ
な
く

就
学
前
心
児
童
手
当
申
請

児
嗷
手
当

は
。
今
年
６
月
か

ら
制
度
が
改
正
さ
れ
、
義
務
敏

青
就
学
前
の
児
童
を
舞
育
し
て

い
る
方
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
ｆ
当
を
受
給
す
る
に
は
、

養
育
者
か
ら
の
認
定

綿
求
番
の

提
出
が
必
要
で
す

。
孥
成
五
年

四
月
一
。日
か
ら
嘔
成
九
年
五
月

ミ
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
兇

童

を
養
育
し
て
い
る
方

は
、
九

月
二
十
九
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
他
に

『
年
金
加

人

証
明
書
』「
所
得
証
明

書
」
な
ど

。

必
要
に
応
じ
て
添
付
書
類
を
樋

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
所
得
が
一
定
額

以
上
の
方
は
、
児
康
手
气
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
紬
制
限
額

に
つ
い
て
は
、
次
へ

お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
係

９
（
５
８
５
）
2
7
9
3

法
務
な
ん
で
も

無
料

相

談

福
島
地
方
法
務
局
で
は
、

行

政
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て

。

法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
業

務
に
つ
い
て
、
気
軽

に
相
談
で

き

る
よ
う

『
無
料
相
談
所
』
を

開

設
い
た
し
ま
す
。
秘
密
は
厳

守

さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
て
ご

相

談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・：
九
月
九
凵
（
七
）
午

前

十
時
～
午
後
二
時
ま
で
▼
場

所

…
福
鳥
ル
ミ
ネ
五
階
▼
相
談

内
容
・：
登
記
、
人
権
擁
護
匸

戸

籍
な
ど
法
務
関
連
全
般
◆

電
話

に
よ
る
相
談
も
併
せ
て
受
付
け

ま
す
。
・
い
（
５
３
６
）
1
1
5
5

又
は
（
５
３
６
）
1
1
7
4

高
齢
者
等
の
財
産
と

福
祉
を
め
ぐ
る
電
話
相
談

福

鳥
県

司
法

黔
士

会
で

は

『
第
四
回
鳥
齢
者
等
の
財
産
と

福
祉
を
め
ぐ
る
相
談
会

』
を
。

次
の
妛
領
で
開
催
し
ま
す
。
電

話
に
よ
る
相
談
の
ほ
か
、
会
場

で
の
面
談

に
よ
る
相
談
も
お
受

け
し
ま
す
。

お
乱
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
電
話
番
号
…
（
５
３
４

）
1
1
1
7

▼
日
時
…
九
月
十
六
日

及
び
十
七
口

午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

▼
場
所
…
福
鳥

県
司
法
書
士
会
館
（
福
鳥
市
新

浜
町
六
番
ニ
ト
ハ
Ｑ

）
▼
相
談

内
容
…
不
動
産
に
関
す
る
こ
と

か
ら
福
祉
、
介
護
、
人
権
、
年

金
な
ど

結
婚
お
め
で
と
う

佐

藤

崇

寿

。
‘
・
阿

部

恵

子
７

（

寓
東

）

安
齊

祐

樹

。
‘
・
亀

田

愛

子

。
‘
｛
加

田

｝

。
條
義

幸

。
‘
・

船

山

佳

子

。
‘

（

石

毋

田
東

）

誕
生
お

め
で
と

う

お
子

さ

｀
　
　

憚

踝

丗

占

川

岸

柊
ｙ

駟

申

ぐ

美

代

。
‘

｛

揶

き

啣

野

狎

戀

’
‘

柳

元

々

‘
・

呻

美

。
‘

｛

緊

山

攻

｝

小

池

隗

成
ｙ

洛
一
冫

・

蝸
７

。
‘

（

第

３

）

旌

辺

拓

叫

ノ

啣

川

ぐ

匁

子

。
‘

（

小

林
）

占

山

佳

子

。。・
‘

喞

男

。
‘
・
ｆ

鷓

萍

。
‘

（
山

岫
北

）

坂

本

瞎

太

、・
‘

糞

広

。
‘‐
彰

子

。
‘
（

宮
町

鬯

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

佐

野
　

功

。
‘
　

４０

（

内

谷

東

）

中

山

キ

ミ

。
‘
　

一
’
　

（

前

田

）

野

村

男

助

丿
　

８８
　

（

板

檎

）

星

野

光

．
ｊ
　

７６

（

光

明

寺

）

澁

谷

貞

男

。
‘
　

一
一一
　

｛

上

野

｝

虎
川

明

治

。
‘
　

７３
　

（
原

町

）

渋

谷

占

夫

″
‘
　
7
7

（
光

明

寺

）

後

藤

松

ｆ

。
‘
　

６４
（

源

宗

山

西

）

｛

７

月

Ｓ

口

届

出

分

ま

で

｝

人口と 世帯

人口 ７月１日!竟在
男　5.4  ｰ 5人(  + 5 )
女　5.840 人(  + 7 )
計 一 1 ･ 2 人(  + 12 )

出生 ５人 死 亡 ８人
転入 ２５人 転出10 人

世 番
3｡ｰ  69  世 帯 (  +  ｰ  3  )

９月の心配ごと相談

５日　 佐久掏 巌14

・ 蘚 川子,４

１４日　 齋蔀 光人,４

野吋 卜そn

25日　 松浦 輝人,Ａ

浅野やへ子,４

°場所 役場(  2 融 ) 相 蹊

・畤閠 午嚇 時 一 正乍

2000年国勢調査
10月１巳｡国分岡査が全国一斉に 行り れます｡21 世

紀のまちづくりなどの 基本爾料となる人切な 調五で

１ ．９月下旬に爾重目がうかがいますの で｡ご 協力を

お爾いし ます。

うつくしま、ふくしま人ロクイズ？

21XX｝年国身買査に よる10 月１日 嚶在の褊屬県の人口

は何人になるでし ぶうか．皆さん が想定する答えを

書いて. 次により応屬ください.ズ パリ貫をはじ めｉ

い数の方へ ．賞金や記念品を 贈呈し ま１ ．

●応募方法･･･官製は がきに答え 【算用取字 、●位は

人】を記人し ．恪籘・氏名 一年 齡・矚鬘 （学校名 ．

学年)･ 電話番号を£入し下配へ応●く

ださ い.一人｜癇１甌苔に覯りま１ ．

く襴数回售は失格) 黔略募冊切,‥10月９

日C 当日消印 有勃)

吹・ 先…ｉｌｌ 一纜171

罹鳥市杉 妻町2  ｰ  16

福島県娩計胴査譚



生 涯 学 習

つ う し ん

国 見町教育 委員会生 涯学習 課

(観月台 文化 センター)

魯(  585 ) 2676 FA)(  ( 5 ) 270  て

思い出いっぱい
キャンプ研修

少年仲間づくり教室

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
の
自
然
学

Ｍ
（
キ
ャ
ン
プ
研
修
）
は
、
七
月
二

卜
凵
か
ら
二
十
二
凵
ま
で
、
宮
城
県

白
石
市
の
国
な
南
蔵
王
青
少
年
野
営

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
自
然
の
中
で
の
生

活
を
と
お
し
て
た
く
ま
し
い
納
神
を

養
い
な
が
ら
お
互
い
に
協
力
し
て
活

助
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
今

年
は
四
卜
六
人
の
教
室
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

一
日
日
は
、
野
付
場
到
着
後
、
班

全
貝
で
テ
ン
ト
設
営
、
炊
飯
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
夜
は
、
ナ
イ
ト
（

イ

キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
夏
の
星
座
や
流

れ
星
を
観
察
し
ま
し
た
。

匸
凵
目
は
。
沢
登
り
に
挑
戦
し
、

夜
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
ま

し
た
。
班
ご
と
に
。
出
し
物
を
決
め
、

ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
。
ダ
ン
ス
な
ど
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
。日
間
に
渡
っ
て
、
暑
さ
や
虫
剌

さ
れ
に
も
負
け
ず
、
参
加
者
全
貝
で

協
力
し
あ
っ
て
活
助
し
た
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
楽
し
い
夏
休
み
の
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

行事のお知らせ

８ 月

19日(土) 国見町肖少年健全冐成推進町民大会

ピーターフランクル講演会

21日(月) パソコン教室①

23日(水) 子育て教室<食事の作法〉

パソコン教室②

25日(金) パソコン教室③

26日(土) 町民陶芸教室①

27日(日) ファミリーコンサート

｢魔法の笛吹き｣

28日(月) パソコン教室④

29日(火) 成人学級･くにみ女性教室合同

<そば打ち教室＞

30日(水) 成人学級･くにみ女性教室合同

〈そば打ち教室〉
パソコン教室⑤

31日(木) 成人学級･くにみ女性教室合同
〈そば 打ち 教室〉

９
月

２日(土) 町民陶芸教室②

５日(火) 阿津賀志学級〈書道③〉

６日(水) くにみの民話の夕べ

８日(金) 阿津賀志学級〈スポーツ民踊〉

子育て教室〈幼児の応急処置〉

成人学級〈短歌･俳句･川柳教室〉

９日( 土) 町民陶芸教室③

少年仲間づくり教室

10日(日)1 】民ハイキング

14日(木) 〈 にみ女性教室〈健康体操｜〉

受
講
生
募
集

く
に
み
の
民
話
の
タ
ベ

開 講日と 内容

・９月 ６日啝 民話につい て１ ～民話の型と 伝わり ～

・９月20 日啝 民話につい てｎ ～ 阮!以と人々の魯らし ～

場 所 観月 台又化センター

時 間 午後 ７眄匐分～９畤

対 象 国 見町に居住、又は町内の職場に勤務 する力

講 師 日本民話の会会同 内池和子さ ん

受 爾料 無科

申込 み　 ９月 １日ｔ まで生涯学翻係へお申 込みください。

当日 参加もできます。



ファミリーコンサート

｢魔法の笛吹き｣

８月27 日間

14:00 ～

小 学生以 上500 円

(未就学児無料)
間い合わせ●●●生薑学警蹕 文1匕癲興 新 (  35 )  2676

新しい本が届きました
～文化センター図書室～

一

般

図

書

メダカか消える日　　　　　　 （小海祥司）
雷桜　　　　　　　　　 （宇佐１:真理）

女房の狸寝入り　　　　　　 （癲岩秀子）

ぼんくら　　　　　　　　 （宮圃みゆき）

半・ 訥訥　　　　　 ／　　　 （高村鳳）

十手人　　　　　　　　　 （押川国秋）

力遊山がいた　　　　　　　 （村松友視）

逆風に生きる　　　　　　　 （中村彰彦）

ひとりの女　　　　　　　　 （群ようこ）

輓馬　　　　　　　　　　　 （鳴海章）

児

童

図

曾

ご近jliの虫　　　　　　　 ｛澤囗たまみ｝

ホタルが教えてくれたこと･｡･　　　 （矢島穂）

カムイの森　　　　　　　　 （松岡達英）

ガラスの大研究　　　　　　 （国松俊英）

ゴリラにっき　　　　　　　 （あべ弘士）

いつしょにうたつて　　　　 （まし ませつこ）

啄くがおおきくなったら ね （きたやまようこ）

ぱけものでら　　　　　　　 （田鳥征Ξ）

メンコ大王ぼく･のもの　　　 （長谷川雉子）

巨人グミヤーと太隅と月　　　 （小野かおる）

★貸出し冊数は５回以内、期闕は２酒間以内です。

子どもたちに

読んであげたい本

～絵本は読んであげるものです～

子ども読書年

☆かいじゅうたちのいるところ

モーリス・センダック／作

梅宮輝夫／訳

☆ぐりとぐら

なかがわりえこ／又

おおむらゆりこ／絵

☆げんきなマドレーヌ

ルドウィッヒ･ペーメルマンスノ作

瀬田貞二／訳

☆こんとあき

林明子／作　 榴晋館書店

☆三ぴきのやぎのがらがらどん

北欧民話 マージャーブラウン／蛤

瀬田貞二／訳

☆しょうぽうじどうしゃじぷた

鴻辺茂男／文　 山本忠敬／絵

☆フレデリック

レオ・レオニ／作

谷川悛太郎／訳

☆ちいさいおうち

バージニア ーリーパートン ／作

石井桃子／訳

☆ど ろ んこ ハ リー

シー ン ・ジ オン ／ 又

マーガレット･プロ イーグレアム／嬉

渡辺 茂 男／ 訳

☆ はら ぺこ あ おむ し

エリ ッ ク ＝カ ール ／作

もり ひさ し ／ 訳

☆ ひと ま ねこ ざる

Ｈ. Ａ. レ イ／ 作

光 吉夏 弥 ／訳

☆ もこ も こも こ

谷川 悛太郎 ／文

元 永定 正 ／文

☆ もも た ろ う

松 居 巖／ 文　 赤 羽 末吉 ／絵

☆ も りの な か

マ リ一 ・ ホー ル ・エ ッツ ／作

まさ き るり こ ／ 訳

ス
ポ
ー
ツ

ナイター野球は
ダイナミック、

ソフトは 藤田スポ少

E］喪杯ナイター野塚大 会ではダイナミ ッ

クか．スポー ツ少年団ソフト ポールｘ 会で

は轟田スポー ツ少年日 がそｎぞ れ簔挧しま

した．そのfl の成績は次のとおり。l ナイ

ター野球】準慶●･ －ピエロ ペー スポールグ

ラフ ３位-‥圃貝ジャイアンツ| ソフトポ

ール1 準優勝‥･小坂 ３位‥大木戸

ソ
フ
ト
バ
レ
ｰ
ボ
ー
ル
愛
好
会
会
員
募
集

采
年

２

月

、

国

見
町

を
会

場

に
ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー
ル

大

会

か

開

催

さ

れ

ま

す
．

生

涯

掌
奩

踝

で

は

、

こ

れ

ま
で

に

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ポ

ー
ル

敦

室
を

関

偕
し

普
及

に

男

め

て

き

ま

し

た

が
．

会

場

地

と

な

る

国

貝

町

で

も
こ

れ
を

橢

僉
に

愛

好

会

を
作

り
、

大

会

に

出
爾

し

た

い

と

き

凡
て

い
ま

す
．

ソ
フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

は

、

バ

ド

ミ
ン

ト

ン

の

コ

ー

ト

と

ネ

ッ

ト

を

使
用

し

、
４

人

で

チ

ー

ム

を

組

ん

で

行

う

競

技
で

す
．

チ

ー

ム

の

メ

ン

バ

ー

構

成

は

．

年

齢
．

性

別

の

制

限

は

な

く

、

親
子

で

も
ｏ

Ｋ

で

す

．

よ

瓦

、

使
用

す

る

ポ

ー
ル

も

軟
ら

か
い

ポ

ー

ル

で

す

し

．

ネ

ッ
ト

も
低

め

の

麋

し

い
ス

ポ

ー

ツ
で

す
．

ど

う

ぞ

お

申
し

込

み

く

だ

さ
い

．

・

申
込

凭

社

会

体

育
係
　
5

８

５
1

２

６
７

６



町
民
参
加
の
美
化
作
業

道
路
愛
護
デ

ー

８

月
は
「
道
路
を
守
る
月
間

」

で

す

。
「
道

路
愛

護

デ
ー
」
で

あ
る
８

月
６
日

を
中
心
と
し
て

、

多
く
の
町

内
会
参
加
に
よ

る
、

道
路
の
美
化

作
業
が
行
わ

れ
ま

し
た
。
桃
の

最
盛
期
で
あ
る
こ

と
か
ら

、
町

内
会
毎
に
日

時
を

設
定
し
、

通
路
沿
暸
の
草
刈
や

ゴ
ミ
拾
い

、
倒
渦
の
済
掃
か

行

わ
れ
ま
し

た
。
皆
様
の

ご
協
力

に
よ
り

、
安
全
で
美
し
い
道

が

確
保
さ
れ

ま
し
た
。

写
真
は
小

林
町
内
会
に
よ

る
、

老
朽
化
し

た
側
涓
の
ふ
た
の

架

け
替
え
作

業
で
す
。

は
つ
ら
つ
プ
レ

ー

レ

デ
ィ
ー
ス
球
技
大
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部

主
催
に
よ
る
「
第
７
回
レ
デ
ィ

ー
ス
球
技
大
会
」
が
、
７
月
1
9

日
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
全
部
の
1
9

老
人
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
、
各

チ
ー
ム
よ
り
選
抜
さ
れ
た
５
名

に
よ
り
、
３
種
目
の
競
技
を
ポ

イ
ン
ト
制
で
竸
い
ま
す
。
は
つ

ら
つ
プ
レ
ー
で
会
場
は
熱
気
に

つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
激
戦
の
結

果
、
山
崎
東
長
爵
会
が
優
勝
。

準
優
勝
に
山
崎
艮
寿
会
、
第
３

位
は
石
母
田
艮
寿
会
と
な
り
ま

し
た
。

自
慢
の
ノ
ド
を
披
露

・
第
８

回

国

見

歌
謡

祭

国
見
歌

謡
連
合
会

【
遠
藤
仁

】
会
長

）
が
主
催

す
る

、
第
８

回
国
見
歌

揺
祭
が
７
月
９

日
、

観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー

に
お
い

て
開
催

さ
れ
、
自
慢
の
ノ

ド
が

披
露
さ

れ
ま
し
た

。
ス

ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を

浴
び
な

が
ら

、
9
0
組

が
登

壇
、
プ
囗
顔
負

け
の

熱
唱

に
、
詰

め
掛
け
た
観

客
か
ら
は

花
束
や

拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た

。

「
愛
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
」

と
し
て

、

遠
藤
会

鍵
か
ら
冨
永
町

長
へ
福

祉
箏
業
へ
の

収
益
金

が
手
渡
さ

れ
、

ま
た
、
例
年
の

寄
付
に
た

い
し
て

、
感
剛
状

が
遠

藤
会
反

へ
と
贈
ら

れ
ま
し
た

。

厚
生
大
臣
特
別
表
彰

菊
地
平
助
さ
ん

こ
の
度

、
菊
地
平
助
さ
ん
（
石

毋
田

字
上
原

邸
）
が
厚

生
大
臣

特
別
表
彫

を
受
賞
さ
れ

、
冨

永

町

長
よ
り

表
彰
状
が
伝
達

さ
れ

ま
し
た

。

菊
地
さ
ん

は
昭
和
4
9
年

よ
り

現
在
ま
で
の
2
5
年
余
に

わ
た
り
。

民
生

・
児
蔔

委
員
と
し
て

、
社

会
福
祉
行
政

に
尽
力
し
て
い

ま

す
。
ま
た

、
国
見
町
民
生

委
員

協
議
会
の

中
心
的
な
役
割

を
担

い
、
平
成
７

年
耙
月
か
ら

は
総

務
（
現
会

長
）
と
し
て
活

躍
し

て
い
ま
す

。

小
さ
な
天
才
た
ち

や
さ
し
い
お
父
さ
ん

大
木
戸
小

閲
根
麻
美

お
父
さ
ん
は
、
仕
事
を
い
っ
ぱ
い
し
て
い
ま

す
。
け
ん
せ
つ
会
社
で
は
た
ら
い
て
い
ま
す
。

冬
に
な
る
旬
は
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ま
で
は
た
ら

き
に
行
っ
て
は
し
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
休
み
の
日
時
々
お
父
さ
ん
が
仕

事
を
し
て
い
る
所
を
見
に
行
き
ま
す
。
わ
た
し

は

。
は
た
ら
い
て
い
る
お
父
さ
ん
が
大
好
き
で

す
。お

父
さ
ん
が
休
み
の
時
に
。
マ
リ
ン
ピ
ア
水

族
館
に
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
わ
た

し
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

わ
た
し
は
お
父
さ
ん
が
い
つ
も
あ
さ
早
く
お

き
て
働
い
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

感
し
ゃ
を
こ
め
て
「
い
つ
も
働
い
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
言
い
た
い
で
す
。

『
児
重
生
徒
文
集
く
に
み
　

第
3
2号
』
か
ら

編
集

発
行

国
見
町
　
総
務
課

〒
９

６

９

１
１

７

９

２

福

島

県
伊

達

郡

国

見
町

大

字

藤

田

字

一
丁

田

二

、
２

の

Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
１
５
８
５
１
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
χ

０
２
４
１
５
８
５
‐
２
1

８
1
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